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○自ら学ぶ人 ○心のひろい人 ○たくましく生きる人  校長 難波 浩明 

 

主体的な学び×主体的な経験 
  

新入生の皆さんも、入学後、１週間ほど経ち、少しずつ四中での生活にも慣れてこられ

たことと思います。３月に前３年生が卒業し、淋しい気持ちでおりましたが、新しく１年

生が入学され、学校にも活気が戻り、大変うれしく思っております。 

 

さて、四中では、「主体的な学び×主体的な経験」を重視しています。授業の中では、

基礎的な知識や技術の習得のみならず、ペアやグループなどの学習形態を取り入れなが

ら、主体的に自分の意見を述べたり、意見を交換し合ったり、共に、問題解決を図ったり

する、いわゆる「アクティブ・ラーニング」を行っています。 

 

また、四中では、教科書からの学びのみでなく、「主体的な経験」を重視しています。

今年の東大の入学式の学長挨拶の中でも、「人工知能（ＡＩ）やロボット技術の進化した

時代の大学教育では、創造性を育む基盤として経験学習が重要である」という趣旨の話が

ありました。ビジネスの世界でも、座学による研修のみならず、経験を通じて学んだ内容

を次の経験に生かすプロセスである「経験学習」は、とても重要であると言われています。 

 

中学校においても、行事のみならず、生徒会活動、委員会活動、部活動、係活動、当番

活動、ボランティア活動など、様々な場面で、経験によって学ぶ機会があります。これら

の経験の場を「ただ漠然と経験する場」として捉えるのではなく、「具体的な目標の実現

や問題解決に向って、よりよい活動とするために、自ら主体的に考え、工夫し、仲間とと

もに、試行錯誤を図っていく」ことが大切であると考えます。これらの経験は、将来社会

に出たときに活きてくるとともに、高校入試の面接の際などにも役立つことでしょう。 

 

５月８日以降、コロナ感染症の位置付けが第五類に変更される見通しの中、職場体験学

習をはじめ様々な学校行事や地域行事などが復活していくと思われますが、ぜひ、様々な

活動にチャレンジし、主体的な経験を積んでほしいと願っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜四中生の活躍＞ 

・第７２回東京都公立学校美術展覧会出品 

  ３年  技術 スタイリッシュボックス 

  ３年  国語 書写 

 

第四中だより 
 

＜お知らせ＞ 

〇４月２２日（土）は、公開授業の日です。当日は、１校時から３校時（８時

４５分から１１時３５分）までが、公開授業となります。東門からお入りく

ださい。３年生は、３校時、体育館にて、修学旅行説明会を実施いたします。 

 

〇Ｃ４ｔｈＨｏｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌ（保護者向け情報発信ツール）のご登録は

４月２６日（水）までにお願いします。登録の際には、生徒に配布いたしま

した「学校情報配信アプリ利用説明書」をご覧ください。 



＜４月の風景＞ 

   
           対面式            部活動紹介 百人一首部 

    
     部活動紹介 科学部         部活動紹介 野球部 

    
 部活動紹介 美術部       部活動紹介 クッキング部 

    
部活動紹介 バスケットボール部          部活動紹介 卓球部 


